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弥
生
（
や
よ
い
）
別
名 

花
見
月
、
春
惜
し
み
月
、 

 

花
津
月
（
は
な
つ
づ
き
）
、
夢
見
月
、
さ
は
な
き
月
（
さ
は 

な
き
月
＝
早
花
咲
月
） 

陰
暦
三
月
の
異
称
、
用
例
は
早
く
『
日
本
書
紀
』
の
古
訓
に
見 

え
、
語
源
に
つ
い
て
は
「
奥
儀
抄
」
に
「
風
雨
改
ま
り
て
、
草
木 

い
よ
い
よ
生
ゆ
る
ゆ
ゑ
に
、
い
や
お
ひ
つ
き
と
い
ふ
を
誤
れ
り
」 

と
説
く
よ
う
に
、
「
い
や
お
ひ
」
の
約
転
で
、
草
木
の
い
よ
い
よ 

生
い
茂
る
義
と
さ
れ
る
。
花
見
月
・
花
津
月
・
桜
月
等
の
異
名
も 

あ
る
よ
う
に
百
花
繚
乱
、
春
た
け
な
わ
の
候
で
あ
る
が
、
反
面 

『
連
珠
合
壁
集
』
に
も
「
や
よ
ひ
と
ア
ラ
バ
、
春
の
暮
れ
・
夏
近 

し
」
と
あ
げ
る
よ
う
に
、
盛
り
の
春
の
過
ぎ
ゆ
く
の
を
惜
し
む
情 

感
も
伴
う
。
陽
暦
の
ほ
ぼ
四
月
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
を
弥
生
と
呼 

ぶ
と
き
、
代
々
、
盛
り
の
花
に
あ
く
が
れ
、
暮
れ
行
く
春
を
愛
惜 

し
て
き
た
雅
や
か
な
古
典
の
詩
情
が
甦
る
。 

濃
や
か
に 

弥
生
の
雲
の
流
れ
け
り 

夏
目
漱
石 

（
講
談
社
「
カ
ラ
ー
図
説
日
本
大
歳
時
記
」
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ダ
イ
コ
ン
の
花 

 
 
 
 

 

      
 

     

『三
月
の
花
』  

馬
酔
木
（あ
せ
び

）、
山
茱
萸
（さ
ん
し
ゅ
ゆ
）、
沈
丁
花
（じ
ん
ち

ょ
う
げ

）、
三
椏
（み
つ
ま
た
）、
蕗
の
薹
（ふ
き
の
と
う

）、
菜
の

花
、
辛
夷
（こ
ぶ
し
）、
白
木
蓮
（は
く
も
く
れ
ん
）、
連
翹
（れ
ん
ぎ

ょ
う

）、
雪
柳
（ゆ
き
や
な
ぎ

）、
土
筆
（つ
く
し
）、
木
五
倍
子
（き

ぶ
し
）、
な
ず
な
、
蒲
公
英
（た
ん
ぽ
ぽ

） 

ほ
と
ん
ど
が
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る
花
た
ち
だ
が
、
半
数
は
そ
の
名
前
を
知

ら
な
か
っ
た
。
名
前
を
知
る
と
、
「あ
、
こ
れ
が
・・・」と
思
う
。
漢
字
を
知
る

と(

そ
の
も
の
も
の
し
さ
に)

驚
く
が
、
花
の
様
態
を
よ
く
表
し
て
い
る
な
と
、

漢
民
族
の
智
慧
に
感
服
す
る
こ
と
が
多
い
。 

『三
月
の
言
葉
』 

彼
ら
が
わ
た
し
に
対
し
て
陣
を
敷
い
て
も
、
わ
た
し
の
心 

は
恐
れ
な
い
。
私
に
向
か
っ
て
戦
い
を
挑
ん
で
来
て
も
、 

私
に
は
確
信
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
こ
と
を
主
に
願
い
、
そ 

れ
だ
け
を
求
め
よ
う
。
命
の
あ
る
限
り
、
主
の
家
に
宿 

り
、
主
を
仰
ぎ
望
ん
で
喜
び
を
得
、
そ
の
宮
で
朝
を
迎
え 

る
こ
と
を
。
（詩
篇
第
二
七
編
三
、
四
節
）  

 

 

令和 8年 3月（272）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  

 医院だより  

目
次
（ 

頁
） 

１  

三
月
の
異
称
、
三
月
の
花
、
三
月
の
言
葉 

２ 
 

三
月
の
暦
、
お
知
ら
せ
、
診
療
案
内
、
健
康

テ
レ
フ
ォ
ン
、
大
岡 

信
選
集 

３  

け
ん
こ
う
（百
九
十
四
）  

 
 

群
馬
県
感
染
症
発
生
動
向
調
査
よ
り 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ(

高
血
圧
症) 

 

４ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（２
４
０
） 

火
焔
（型
）土
器 

 
 
 
 
 

 
 
 

５ 
(

催
し
物
の
ご
案
内)
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産
を
失
う
も
よ
い
、
願
わ
く
は
神
の
聖
顔
（み
か 

お
）を
失
わ
な
い
こ
と
を
。
病
に
悩
む
も
よ
い
、
願 

わ
く
は
神
の
聖
旨
（み
こ
こ
ろ
）を
疑
わ
な
い
こ
と 

を
。
人
に
棄
て
ら
れ
る
も
よ
い
、
願
わ
く
は
神
に
棄 

て
ら
れ
な
い
こ
と
を
。
死
ぬ
も
よ
い
、
願
わ
く
は
神 

よ
り
離
れ
な
い
こ
と
を
。
神
は
私
の
す
べ
て
で
あ 

る
。
神
を
失
っ
て
私
は
私
の
す
べ
て
を
失
う
の
で
あ 

る
。
私
た
ち
に
父
を
お
示
し
下
さ
い
。
そ
れ
な
ら
ば 

足
り
る
。
私
の
全
生
涯
の
目
的
は
神
を
見
、
彼
を 

私
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
ほ
か
で
は
な 

い
。  

 
 
 
 
 
 

（内
村
鑑
三 

「一
日
一
生
」）  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

「三
月
の
暦
」 

三 
 

日 
 

節
分
、
奈
良
春
日
大
社
万
灯
篭 

四 
 

日 
 

立
春 

七 
 

日 
 

北
方
領
土
の
日 

八 
 

日 
 

こ
と
始
め
、
針
供
養 

十
一
日 

 

建
国
記
念
の
日 

 

十
四
日 

 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー 

十
六
日 

 

日
蓮
上
人
誕
生
会 

十
九
日 

 

雨
水 

二
十
三
日 

天
皇
誕
生
日 

二
十
五
日 

京
都
北
野
天
満
宮
梅
花
祭 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

お
知
ら
せ 

一
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
資
格
証
明
書
で
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

カ
ー
ド
は
保
険
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。 

 

二
、
診
療
案
内 

『午
後
診
療
』 

で
は
予
約
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
予

約
は
電
話
で
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。  

〇
休 

診  

三
月
二
十
一
日
（土
） 

〇
当
番
医 

五
月
五
日
（水
） 

『診
療
案
内
』 

○
一
般
外
来
診
療 

〇 

往
診
・在
宅
医
療
（ご
相
談
く
だ
さ
い
）  

 
 

○ 

骨
粗
鬆
症
の
診
療 

 

○
ピ
ロ
リ
菌
の
診
断
・除
菌 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
・大
腸
内
視
鏡 

 
 
 

○ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・新
型
コ
ロ
ナ
・肺
炎
球
菌
・ 

帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
な
ど 

三
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
 

 
http://w

w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 

（ 
三
月 

） 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

        
 
 

    
大
岡 

信
著 

『折
々
の
う
た
』（春
の
う
た
か
ら
）  

 

 

春
の
鳶
（と
び
）寄
り
わ
か
れ
て
は 

高
み
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 

飯
田
龍
太 

 
 

『百
戸
の
谿
（た
に
）」（昭
二
九
）所
収
。
大
正
九
年
生
ま

れ
の
現
代
俳
人
。
俳
人
飯
田
蛇
笏
の
子
息
で
父
祖
以
来

定
住
の
甲
斐
（山
梨
）の
地
に
住
む
。
第
一
句
集
『百
戸
の

谿
』で
感
性
の
鋭
敏
さ
と
格
調
の
高
さ
が
い
ち
早
く
注
目

さ
れ
、
戦
後
登
場
し
た
俳
人
た
ち
の
代
表
的
存
在
に
な
っ

た
。
鳶
が
二
羽
、
山
国
の
空
に
舞
う
。
寄
り
合
っ
た
か
と

思
う
と
た
ち
ま
ち
別
れ
次
第
に
高
く
せ
り
上
が
っ
て
ゆ

く
。
ま
る
で
見
え
な
い
柱
に
押
し
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
。

言
葉
は
単
純
だ
が
、
つ
か
ん
で
い
る
も
の
は
大
き
い
。 

 
 
 

  
 

蝶
々
の
も
の
食
ふ
音
の
静
か
さ
よ 

 

高
浜
虚
子 

 

『五
百
句
』（昭
和
一
二
）所
収
。
明
治
三
十
年
の
作
。
（以 

前
）掲
出
の
青
々
の
句
同
様
、
き
こ
え
る
は
ず
の
な
い
物 

音
を
聴
い
て
い
る
。
蝶
は
「食
う
」と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ 

蜜
な
ど
を
（吸
う
）の
が
当
た
り
前
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
あ
え 

て
『も
の
食
ふ
音
の
静
か
さ
よ
』と
言
っ
た
。
こ
の
時
蝶
の 

営
み
は
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
の
『も
の
食
ふ
』生
き
物 

の
営
み
を
暗
示
す
る
も
の
に
ま
で
高
ま
っ
た
。
一
見
非
現 

実
的
な
直
感
が
、
あ
り
き
た
り
の
写
実
の
達
し
え
ぬ
生 

の
実
相
を
え
ぐ
る
一
例
。 

 

月 中高年の散歩のコツ 

火 若年性更年期障害 

水 受け口・反対咬合の矯正時期 

木 子供のハミガキを成功させるコツ 

金 子宮外妊娠 

土日 親知らずはなんで抜歯が必要 

なの？ 

http://www.raijin.com/kenko/
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け
ん
こ
う
（
百
九
十
四
） 

群
馬
県
感
染
症
発
生
動
向
調
査
よ
り
（３
週
） 

（群
馬
県
衛
生
環
境
研
究
所
感
染
制
御
セ
ン
タ
ー
） 

 

 
 
 

 
 

 

 

  

 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ
（高
血
圧
症
） 

１ 

高
血
圧
は
、
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
腎
臓
病
・ 

認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す 

２ 

日
本
で
は
１
年
間
に
⑰
万
人
が
、
高
血
圧
が
原
因 

で
起
き
る
脳
血
管
障
害
、
心
臓
病
、
腎
疾
患
で 

死
亡
し
て
い
ま
す  

３ 

日
本
の
高
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
況
は 

治
療
率
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
率
と
も
に 

欧
米
に
比
べ
て
低
い
状
態
で
す 

４ 

上
の
血
圧
（
収
縮
期
血
圧
）
を 

 

⑩mmHg

下
げ
る
と
脳
卒
中
・
心
臓
病
が 

約
２
割
減
少
す
る 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す 

 

５ 

高
血
圧
の
人
で
は
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、 

上
の
血
圧
を
１
３
０ mmHg

未
満
，
下
の
血
圧
を

８
０mmHg

未
満
ま
で
下
げ
る 

と
、
そ
れ
以
上
の
血
圧
に
比
べ
て
、
脳
卒
中
や
心

臓
病
が
少
な
く
な
り
ま
す 

６ 

生
活
習
慣
の
改
善
（
減
塩
、
運
動
、
肥
満
の 

是
正
、
節
酒
な
ど
）
で
血
圧
は
下
が
り
ま
す 

７ 

日
本
人
の
食
塩
摂
取
量
は 

⑩
ｇ/

日 

と
世
界
の

中
で
も
高
く
、
高
血
圧
の
人
は  

６
ｇ/

日
未
満
に
す
る
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す  

８ 

血
圧
を
下
げ
る
薬
は
、
安
価
・
安
全
で
効
果
が
あ

り
、 

副
作
用
よ
り
も
血
圧
を
下
げ
る
利
益
の
方
が
大
き

い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど 

で
す 
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９ 

家
庭
で
の
血
圧
測
定
は
高
血
圧
の
診
断
と
治

療
に
役
立
ち
ま
す
（
註 

起
床
時
血
圧
が
一
日

で
一
番
高
い
人
が
多
い
の
で
す
。
脳
溢
血
や

脳
梗
塞
は
朝
起
き
が
け
に
多
い
傾
向
が
あ

り
、
昼
間
の
血
圧
か
ら
で
は
そ
の
傾
向
が
つ

か
め
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
） 

 

雪
三
題 

 
 
 

朱
、
鮮
や
か 

２
／
５
朝
（土
師
神
社
鳥
居
）  

 

 
 

コ
マ
ル
ッ 

 

朝
か
ら
目
が
見
え
な
い
！  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ
ゃ
ー
っ 

冷
た
い
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
祖
神
か
な
？ 

 

 

        
火
焔
型
土
器 

◇
私
が
中
学
３
年
に
な
っ
た
こ
ろ
、
１
年
後
、
１
９
６
４
年 

（昭
和
３
９
年
）に
国
民
体
育
大
会
（国
体
）
が
新
潟
で
開

催
か
れ
る
こ
と
と
、
同
じ
年
の
十
月
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
記
念
し
て
か
、
全
生
徒
が
講
堂
に
集
ま
り
歌
の
練
習

（『若
い
力
』だ
っ
た
か
？
）を
一
緒
に
行
う
こ
と
が
何
回

か
あ
り
ま
し
た
。
男
女
の
音
楽
の
先
生
が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
先
導
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
お
二
人
と
も
ま
だ
３
０

才
前
で
若
々
し
い
声
で
歌
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
記
憶
に
残

っ
て
い
ま
す
。 

◆
そ
の
こ
ろ
新
潟
県
で
は
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
類
を
見
な
い

「縄
文
の
つ
い
て
い
な
い
」縄
文
時
代
の
土
器
が
５
０
０
０

年
前
頃
か
ら
、
５
０
０
年
く
ら
い
の
期
間
作
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
そ
の
特
殊
性
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

◇
そ
れ
以
来
、
６
０
年
間
私
の
中
で
火
焔
土
器
は
そ
の
名
前

だ
け
が
記
憶
に
と
ど
ま
る
に
過
ぎ
な
い
存
在
で
し
た
。 

◆
と
こ
ろ
が
、
こ
と
し
１
月
１
７
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
群

馬
県
立
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
『第
１
１
３
回
企

画
展 

世
界
遺
産 

縄
文
』を
見
学
に
行
き
、
ふ
と
中
学

時
代
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
国
体
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
新

潟
地
震
の
こ
と
な
ど
が
当
時
の
恩
師
や
級
友
た
ち
の
想

い
出
と
と
も
に
鮮
や
か
に
蘇
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

◇
そ
う
な
っ
た
ら
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
、
新
潟

の
積
雪
情
報
を
調
べ
、
同
じ
縄
文
時
代
の
土
器
で
あ
る
火

焔
土
器
を
見
て
か
ら
、
も
う
一
度
、
今
回
の
群
馬
の
催
し
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を
見
て
み
た
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
て
行
動
に

移
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
岡
市
馬
高
縄
文
館 

 
 

 
 

後
で
知
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、 

１
９
５
１
年
（昭
和
２
６
年
）十
一
月
、
東
京
国

立
博
物
館
で
芸
術
家
・岡
本
太
郎
が
こ
の
土
器

に
対
面
し
た
時
の
言
葉
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

◇
『縄
文
土
器
の
荒
々
し
い
形
態
、
不
協
和
な
文
様 

 

に
心
構
え
な
し
に
ふ
れ
る
と
、
誰
で
も
ド
キ
ッ
と

す
る
。
な
か
ん
ず
く
爛
熟
し
た
中
期
の
土
器
の
凄

ま
じ
さ
は
言
語
を
絶
す
る
の
で
あ
る
。
』と
い
う

書
き
出
し
で
始
ま
る
『縄
文
土
器
論
』を
記
し
た

太
郎
は
、
火
焔
型
土
器
を
見
て
「
な
ん
だ
、
コ
レ

は
！
」と
叫
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
「火
焔

土
器
の
激
し
さ
・優
美
さ
」に
つ
い
て
言
葉
を
残

し
て
い
ま
す
。
（信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会
発
行

「日
本
遺
産
「な
ん
だ
、
コ
レ
は
！
」信
濃
川
流
域
の
火
焔
型

土
器
と
雪
国
の
文
化 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」よ
り
引
用
） 

◆…

思
わ
ず
声
を
あ
げ
る
ほ
ど
感
動
し
た
岡
本
太

郎
は
、
１
９
５
２
年
、
縄
文
土
器
論
（前
述
）
を
発

表
し
、
こ
れ
が
１
９
７
０
年
、
大
阪
万
博
の
太
陽
の

塔
を
制
作
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
こ
と
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

◇
追
記 

一 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
９
６
４
（昭
和
３
９
）年
１

０
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
関
係
か
ら
、
新
潟
国
体
は
秋

季
大
会
を
春
季
大
会
に
前
倒
し
す
る
こ
と
と
な
り
、

６
月
６
日
か
ら
６
月
１
１
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
６
月
１
６
日
、
１
３
時
１
分
４
０
．
７
秒
に

新
潟
地
震
が
発
生
し
、
第
１
９
回
国
体
の
秋
季
大

会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
火
焔
土
器
は
国
体
の
聖

火
台
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。 

◆
追
記 

二 

 

火
焔(

型)

土
器
の
名
称 

１
．
『火
焔
土
器
』 

１
９
３
６
（昭
１
１
）年
、
長
岡
市
の
馬
高
遺
跡
で

発
見
さ
れ
た
土
器
の
み
を
指
し
ま
す
。 

 

２
．
「火
焔
型
土
器
」 

『火
焔
土
器
』と
特
徴
を
同
じ
く
す
る
土
器
群
を

指
し
ま
す
。
（①
深
鉢
型
②
上
部
の
４
つ
の
鶏
冠

状
突
起
③
把
手
（と
っ
て
）の
間
を
三
角
形
が
波

状
に
並
ぶ
④
土
器
の
側
面
に
粘
土
に
よ
る
複
雑

な
隆
起
線
文
） 

◇
追
記 

三 

火
焔
型
土
器
の
役
割
は
？ 

①
食
料
の
恵
み
へ
の
感
謝
や
祈
り
の
祭
祀
的
役
割 

②
機
能
面
で
は
食
材
の
有
害
な
ア
ク
の
除
去
や
肉
・

植
物
繊
維
の
柔
軟
化
・殺
菌
効
果 

③
豊
か
な
食
生
活
と
食
文
化
の
維
持
に
貢
献 

④
ほ
か
に
、
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル 

⑤
装
飾
は
、
持
ち
や
す
さ
と
熱
伝
導
効
率
を
上
げ
る
た

め
の
役
割
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

王
冠
型
土
器 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

火
焔(

型)

土
器 
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ミ
ス
馬
高
と
親
し
ま
れ
て
い
る
土
偶 

 

  

 

    

お
詫
び 

 

発
行
が
遅
れ
て
い
ま
す
の
で 

四
月
分 

健
康
テ
レ
ホ
ン
の
み

早
め
に
掲
載
し
ま
す
。 

群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
 

 
http://w

w
w
.raijin.com

/kenko/ 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

         
 
 
 
 
 

 
 

 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

  
 
 
 
 
 

 

  

月 歯みがきをして歯医者に行こう 

火 子供の予防接種 

水 口内炎 

木 睡眠剤、ほんとうに飲みますか？ 

金 インプラントのメリット・デメリット 

土日 口腔機能低下症 

http://www.raijin.com/kenko/

